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亀田TW li事針の打暮':FItに玖火して,老射集を

完全に放 させる伽 な後れを訳すろもので逢開脚
の生台である｡故に榔 1_一柳 は生ら'Tti秀t=芯守を
岨肘していろ.然し如 :罰では_従拙 J?方菅の識七三･
亦矧 こ那 ･つたZSl=少しも改良悲歩が庁はれないで所

為時ftよlJ奴花に空ろ超村mロ管だけしかない様な妖

典でもつたF･.長近舶 IL｢はやJ.書_及 Sユ1､LLT13
廿が読pJe八･'.鍾.ニ1=つたJTJで.夫に各jZlで朋 して

いろ音吐宮前の尽元を雌 研究して許東のさ考●こ供す
ろと共 lこ,特-こ匂℡･り益tLこItて故郷 な軒実を行い
1±正か改巷をMった｡

LE菅管の持元

邪 .+_夫J)5弧 lこ州 lされろ｡ 例

I 田甘ナこけのもの 月田

2 m廿にa火金を附したもの

FILtl･YlW叫Crll∫Fct1cril】ヽ roTlaTl1
3 ℡甘内に戦火金を攻め込んだものSll,

｢はや,i:さ｣

4巧打.Jta火企,T3甘言1-uDも9)
＼l'納 T小tL･,WLl'Chez'ler.SLhCr
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蛾 符‡…稚≡お:t :にご 冒｡ご :i.,2u

(b) 煤 や

肋 :ミ払{諾涙,蜘 加肌 放三脚 ヒ式の≡成分
定食で共7)m嘘は人吉綾 乃退りでもろ｡

可読 35-4O/A.I.附 加且 35-151t,≡鮒 ヒi郊3
-3O,'1.芯讃471'45に少いものとして )1811父rは EO
I_でもろ⊇一暮t.こ甘東カーか 乱 文≡ft化旺うこ多い四

郎 で.称こl:LEVはm千缶をi=大してBE盟にして

5 詔管葺が泉火金の位をなすもの 】lersIAl

(a ℡甘塩

火苗分のものは包兄'=･もちま.上達31(J にqするも

･つは.汚罫で相 のTif力を実へ乙i=l=称 こ材料雀卓})

大きいZl豊を任用してい･-.伏し或増すろJZに蛮力'f
受けたA泣け大功に上って壱yLすら炉内カ･ちらgT,て-i
史化合也Dで兼を混合柚とすら蜂悦を正義ymする埼

合にIt何題は多で銅文は一 ナAの地 を&した按班
用Lfl'けiu王たちT=い｡ITAl<Ttdt'は鶏淡色Sllvtr
汲 Weqe771は品 ケ'-盛izJ_,Jiしても,-J】
-2に可甘眼 帯の内題は)し埋細 でも,')が平針J)

妊]1 'こ封えろ雌 があるのでそれには1'i27)現射 :ID

ら ちm lニttて講重しT_良次 に示IL一打に書ヨ
C･lEJ､05J)Jnrnの担Tにも･-_う･.じLl汀 だけは荷,こ

77く02JT)mしかない.,佃 ＼＼ELIsTdt:は0.1SmmI)

℡廿性と035mm の符や豆の7mて OSmLl.となって
l/I.IL'm甘姐の満さは.Irk-15mmでもろか肖田口菅は
柑 二位く2brn･nLかないので鮒 を短L易い.ALElm

は'[(均 5mm であるが捜rq*Lm tすら畝から考へて
詔け睦は汚さSmm J;∪二,正位は 4nlnり1内が.je溢

7,aに助 i九ろ.
㍍甘軌 tB.て押板から7㌧,Aで祈りLUlけて多生生浅
さ11,ていろ.
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と､叫 OO･L7 0.C31 0くく占

い･-Jo
堰やAは式 日こ荒す疫に書遵0.88･･･OOaf:=ER臥 =

特に少くOC24gである.曙やLL垂h･現胡g捕 7)鰍
は娩朋的とTZろから月JE甘廿は oo:IF班LCJこ相加ナ
ろ必中が･ある｡促ねJLrJ多い3)はWnl書rOdc及retkral
･tl1713Ir.･'で DC6g使附してP!ろ.

次Lこ鵬 棚 方払 i火事か3162末の暮雷管睦にコ



我だ托してhtちか FedeE71)＼lL171Z.rkだけは読し込み

の規野を吐Ff)してい7hrL鮒訳i朝llELF･Y,W-TIChc
stet.茨 ＼VcstcrnIL平W.mLIRrOtle.S･ITerは凹面

で.flulfG℡力みは悠粉か L古いLS螺由と中tlにn!め
ろ抑紙上凸tdiに榊 してht7.佑紫中L･煤やJ)脚 室力

が政下すちぢ不i!をおし易い鮒昌lJ.あろ⊃f17吏柁冠に
はか ･藤色.又は甘色QTJ続で丑をして批判を行 うが
ELF.Y の芯狩にはモ然転生をtClTlせ寸にJL=タブタお
顔をZa布した1二lfのものがある.噂や7.集式は 09-

33mm と大雄 がもろ 甘帝脚 としてとl立てられ
榔 一二は初火金の先払 ･aE)的にtTT:くtR込む蛤ヨ火

一色7)究均と市野底苛とのFE仔は亦市に小さくなって舌

筋には_0ーOるnrnJl.捌 'こ!=7}_之は小言い琵捜

Bと1=ろ｡利用芯野には_一定の乳火色土刺 されない

IDで一枚l=不屈,):多い用向にある,

(e) 苛火金
書道類火血 とTgql･0amz.IliLJ)爪虫をZzlT_して召
伸すろがその形氾 姐資は盟蟹に著しい影雪を艶た

ち｡現在の苛火虫を分析すらと次})匹塩類とたち｡
(イ 矧こFgい板を奇火虫の形状に打戎 ▲ヽたもの

(L･ 板を折り曲げて巧妙+_公租にして底鑑は全都.
凋むなすもの

(J･) 坂を折J)曲げて珂部は尖BZだか佐古は =-j
本の足となってlろも7)

(i) 花町jiを折り的11'て尖松にして放火魚Dlt用
を強ぬるもの

(り は ＼leBtCrn,reder.llヽ lcLZITLrk,＼＼'】n亡besteT
等の捜火.虫に止られろ朗 の焚火企こ仔妹 13-L8
mnlもある吋記載女色火金の形状に打払 ･て先矧 三田

Iln)に見ろはに尖穀Tjllを附 して塑火を施世に+
る｡納淵 1YIで多血三ヒ鼓が日栄,†,T.】そJ)Jにia肋 :大
1_･rSにil砲のgj雫に上って挺火鮎 ･鮮UT-ろ祁なく類
火が沌任C'あるが虹等尺であるためTri腎に入れた幼合田
か易く不態itである｡肺l(b)に,-T;す5,等工機 火金は
抵析漁火血に足を附して'L(I/L='な,Jiくしたも3)である｡

二三二二㌦ 云 :::

望禦 ◎

〟JLLS只〇〇三合音

Fl ) Ll =

Ep)は WJlIJrdc,Jj:Ll亡Y,Slh亡Jの教火金に見ら

れろほに耳妹 05rrtmのPl汝転を7I,スで2-3=程
を捷て蜘 島唄し,先矧1尖やJLすらと同時に庶矧ミ

Jjt分に析l)介せて丑E)抑 こして張度*..,火にする抑 こよ
って平針7)榊 で筆形したい様にJ･):してもろ.この
最火魚は粗壁及軌 t悪貨共に完全に近 くて現IEJ℡管や

tm 'L託てもろが52作ほ条も田濃であら.､用2多野)

(I. l三関3にfTTナSJ3苫甘又はRtq折 に'm J
されろ7riR'h讃火血の稜に畔 地 ご5-IOmlTLくつEt
生坂を一円Dlt'ス工程でtS用法申したもので苗言

幽 』…』 良

L::･:･≡t･
=iちf tT■tt ★12 ■.i

I.,位く二 三O-:SmzT).

先箱は央LtIしているが足は

2-4本でgf方おく石牢で

襲彩する坂内5:.L':Dろ.封田

雷管に不怒ユ:多いのは英の

依和す7J'EB火金にも扮Ejす

ろ｡

(ち)(i執り二元十日er･

stnlの樺にm哲亮t,訴L)曲

げて苛火金とし,怯割田に

孔を託けて感守瓦Xfの誰迅 )

ILtする｡軌 ヒ血として池 HER5TAL右 を

蛇不光J/)な上訴共は脚 仲 田 J

JFlすろ桝がFl悦 なし｡

山 雷管の怒度

暇川部皆の必妙齢t('Jlt拙'kfEな叫と鋲の撃針に上

る珊 硝 軌 こ'EB火十ろ郡である｡℡管の感鑑の釈放
方法としては洋鉦感雌試拍法を媒用した｡61も司の上
に雷管とJEB火金を田立させて之に7R放 620h･の光祐 こ

長さ2'nm,正超 2mmの挙がを持つ落組お話し乱岩

甫 t･2C讃好Lt拾し奇諸芯の野火特を対地 た｡その拐

鵜 柘と者火串の朋掛ま弥 こ封袈した｢建ぷ選の感軌
で決めた援肘 と粍く一鼓Lて愚生特赦Sは2となっ

た,放て以下馳七申 50,'･'の落馬即ち臨界勝 で悠伴
を比較ナろ布にした｡

(･l) m帝位lこ伐る彰昏
何5'J:跳 白の将軍'_,受けた喝合に受けろ既両の筆影

丑を計33:して見る,JT冒せ也か椎 を r,候部内庫を
】)とし.庄和中央にPfLろ-)Jl'･佐田に正郎こ空けたと
する｡庇覇のiryT銀衣をE,がTツリン逆比を...と
すれ11-度酬 叱 に放けるZn I.は-2式で某はされる｡

』:､:7し
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182 ⊥ 席 火 ♯ 旭 甘 tB節 zO窄 節 /.世

.3i'吉諾 :xll ･(Z)

LuLi!火中抑 ;捗ちEZ界舶 qに放て爪管に加はろ

'JJA三r在好男の慮推｣で租なしたほにa:の凍て示され

p-◆すさL･MJ =l)' 1(21

但しユlは祐盛35nJt,Jは電)).SはBll特PL.冒
℡7J丑火拭■':L三S-2でもろから之/_･･ 21に代人し

て . と ;､からPを嗣･i･すると

･-3宕 # J)11# ユ ･3)
払出 カI--r-i:て℡fDtt見iL･更TJW..･には指･m
は-kTて乏-{･と空Lナほ

-1岩, ,
別 Z特hnjAvJヤ甘在だに払する捷ふiLが-a:'抗こに注
して訂℡一三丑火するから

L)-tl)･'.a ･ ･- 5)

E憲 は向一得の甘粕 では一項で 巾とD'iiE畑
+ ろ6秒も比界鯉 と郡 の蛙訂内呼とは正Zt例すら｡
4:に甘幹はfiEtS口貯む他 日LTLtJこ艦輔の絢将を015
rL2(･･0357n'TLの≡唖執 二だ化し'=指見境蜜柑 をJr-r
つた招箔銘の汚7SとIle巧串のBA鰍 +_｢定は23の感嘆｣
でkFiJ=乃erした式にJtく令放してSのV(i+_捻て2とf=
つた 之かり払界だ葛-_r･淡めちとa:の)171.ほに抜許内

TIJ土成TTLLl馬.'.IElt円する耕う1放 言 か 7二
弦6内耳 mny､ C5 025 0.3S

血界げtLrnmI jO iel St

y!Iこ担立てた符合郡 l内諾の畦芯とヨ火企兜沼とのITi

錐C3t,楼61の付紙.三上と間切･jZu で社外i伽 に比内

1る傍でさるから.熊EE℡廿に79)さ2Ptt.m.概評奈
加t･Qの山冊 火血をm放て.その轍 {_,O25.055,

P･83ttlm4)3砲村に放て滞細 密rTt政JfTrって次才壬

の比界ty_FJJJ_/柑た

糾 It.Jnml C25 0.ち- 083

粒界ヰ恥 trnm) 36 4〇 五〇

BPt,神足!Lた増にEEBJとに界は款は正比例十ろ林が

肘J(i)式に-鼓した｡甘ひ姐へちとJI針V,i5it:カ
をF1枚すらTP.こ少い粗細 とTLろ｡以上9)書魚で芯T.I
は内TFの淋 粗放.6と!=ちら由り薄くならと城田]か突
き島らLLる心定うても ろさ之は苧Irのm モに*LJ=8Z;疏
すらから父iyHS鼓ljlの炉内i;大きく1=ろ=
tb) 汲火急に依る影℡

盈火立･㌧各軸 作は壬もJi先月う;BEくて哲学で蛙扮.i:

野火しあくJd軍に上って艮形しない市であろ.今月Dl
芯 TI一二穀2に示すbfiHの牡火食を(榔】して措軸 空
試治*_,行ったJZ,落石と嘩日中とg)AF脈三号主よにJt

く一丑LSt･二一L･あった】乏カ･ら托5'i幡 S･求めると

誠2g)Jと下L3の班を7rJろ｡劫火血の形状で非常にE畔･
あっ て タヮヰーgイJ.がカ哨娼CS字珊 火砲がIと銀
感に戟･iiLていろ｡5号.現兄火砲カ:及蛙にD!はit.ろの
はその形克郎こよると#.に,q軒に刑する雌 が少い虫

にも広田すると皿ほれろ｡車影か恥 ･のは小柳 美也

の叛 の如く丑火金力:作IJつけになっていろものでも

ろj戦果弟には此7)EZ帆 綱 凍て JkTStEtlQ.拝にな

るとかへつてもくf=,-_

拝 領;'I:石山 LuQ 三TL 即 誓
六壬ft1 2.3 ;8 2j 24 26 26
内耳 iO O～ CS J,5 0.T L9 0,5

先iA彰1.I Je 凍影 n a:･72 尖蛇 兵Je

足 ZE 三本 三半 生叫Jl王事 Eg* /i-ZIJ;

ji 壕 Tf･ l H S Lコ J.1' T,- E.1二00

El界斗む.'!壬) 6,1 56 4′ 43 3. 30

夫に丑大金と田野とqT,BZZ鮒 まHu.I.:LにY.1VeILtrn
等7)控に朗 の々ものとSllrはや.;:さ lVAls'Ode,
S･1､er等のtllこ崇めて｣迫としたものかも7., 今雨

着を1tC2すちぢ何丁形状の山唱封火血をLAuL旭はJt

'=伺-騒拝て,封RIL.,rl打とrはやJ.芸｣町曾'e措亀鑑
以 投を行った丘Eyf拶薮は酌か :47mm,捜Jは.I

36rngL とT_-I)lくこや.i-さ 詔管の方が苫しくJjl感で
ある｡:とは'=a火灸を招記したJfにJGtR]する 伐 こ芯廿
と毎火金は一組4)Jj.JZく故i肘掛 こなJ),y =i細 に
もなるから和利てもろ

ILL) LLも'二I二もALT

田管用gTJは粉は殆ど雷兼.nXJt加机 放言きた†日中
の三味酸合挽でも7.がだ缶のF:合て患哩は井常にだ化
し凡そ式のBEWvJJ;ある.

(イ)訂束さいtBjG感

(I,) 旦来振加E!多い粗指感
(ノリ 三成分TYu一中泉故感な性分は
苛兼 6Cr･くF3蜘 nzO!J.≡伽hH330,･i
LP粉の祁柏も力LiJ.きい臥耶甘前根小堀掬が少く
JL讃火感腔も蝕 になるから外聞92抑 ま托めて粗く脈
拍してある｡特.二･7･心の感Ja:Tを帯めjltJLd.て7.G細 火
金が促扮rXiJこPAJL込んで9.1jしろのt助ぐL31=申L･女将 二
凹ませてあるかHFtl町矧土圧刑に八でもろのl三鼻哩の
空から不利である.

又ぜ缶の玉柁ibiiu附 くは拭勾Q)讃ヤして妨糾及
ぼ也の居れを防止してLる.外川品は榊と紙であらが

iJEl℡廿は原紙 ぐぐ5mm の汚い三B芯'f脚 1しそのX
田にTlくセク タを玖布しているの'C桝 は025mm
近くな,)且t=チ7タが血 IgJで事か7TJ打撃力/._.･吸収す
る括崇肖円田世の虚如 J7官1こFば と(=ろ｡･XにZZの
材又に上7_影菅を鞘査ナろ巧大の三見摂･'LiZび何一山

宅丑火色と指EEC;廿で名妓btJ&7'f行った貞夫の脚 を



71事た.

t の1-u 讐ヲ霜 7 糾 - 摂 拝 J,

包外tF■H mm) 47 u 4I

印ら変J,Zi矧 こよって感壁は弟しく軌 hL,級 ;
八く,モク1タを7a布した怨折は不Llf_一事力:竹 され

rI 絵 tg

tり 令耳手等Iの望用召rFJこ放て畑陵研究を行った枯

果.WAtSrOde好打伽;E壬書方で村田何軒 てit不具
である｡
F) 符℡ZLの材ft.三封 ここlELてi'ち(,'M のも

のは包叉 はA ケJt飴 を措すべきである｡

rハ) 芯野塩nJLalF,肉J封土C3C-モ33Tnコ が書通で

ある

L王 様苛.三輪と芯兼,≡捜化i8.溌安芸細 見の三
味空合で姐 iee3-ccSFてもろ｡

(Lt) 句火金は形状によI)4idLizftに分封され ろが

111 lFrOdtL祁7)もQ)が∫壬生であろE,

ト ) 百官7)感iW.]上に対して研究甘投1._{行ひ･Xの払

列をillた.

(A) 田甘塩のJLE某内耳は軌 L樫故意
(b) 胃管a血時発火虫桝 と芯℡塩内部荘瓦と7)
EEIむも熊石小たる現地

cl 秋 色は先均形株が尖凍て替喝の大きい控鍵

述

(A) 旦火封土｢はやふさ_冒昔か如く雷管ZaL=同
定したものカ:同定せIlfl四百甘式のものより反感
C だ6g)里拘禁力の火きい拙
い' 訂菅に持田の玉の帆 て虚空に彰をナろ部b'･

珂胡 した,頚ZE肖iZl芯tlfに使用してE;･るJL:クっタ

を巧拙-した鑓箔はi;皇てあるから抜昔にかへろ多

野F･もち｡

資 料

シユミ●ソト式グリセリン重積硝化法に就て

(昭 和 24ji土dJJ23rTFlj:捕) t
lg] 石 Ts/- 作
(旭化成工蕪柁式f.TIO

Las 壬手

先や才一止.=bJ{て丈施せ乙シ･･王yトペグ')七1)ン捷摂待IElと姥封の巡付紐池並に嬢封のMbl及TJ飴料 二五t

てLB肘とitみた｡

1 88 ti

扶 持に放てはシユ王1ruもそqTJ絶長足の妙妙を遜

げてkr:ろことしな粗=れろb･,本論文のl勺矧 '_1932
年悲鳴のものであL)払拭の祁伸に仏I)彰胡Liuなかっ
たものをEI:蟹缶出の許;TをilJて符時の髄 良iB並に提
出耽肉.1峨 柴を比延に稚i!け ろものである｡
JSトロypセリ′放血に8ZL所謂シ4 王.'ト技は識

かに従F.の紙 を或かに越えた31堺的-大約 である

と云ふこと{J:山方三ろ.その絹巴q班等の加 lこ放ては
下Ra東等lこ弔glせらIL店ろF即_.ILは杜g:では胡賭す

ら_

文 献

丸:llmd氏.Z(･ltg_t的fttlJr■135 ge切mteS二h)ess-

unflSpzengミtく瓜Leile11 .7{07 .TIo8,1927
:(L=t=b･leT代 , h'0 2,1928

＼otユJ-eLllt乙enZt･ p ilo l0.Z92B

SLeubnchcrLモ ′ ･Tw 6,]929

C]1ernlkcrZLLltung Xb 1,]929

SclueB･urLdSrlrCTlg弓tO仔】9ユ3

1CT 年拙 者 ArnoldSL加TIzd好士に位l)始めて

そn可鮭性が讃?そせr,iLSH 928年Z3匹 Hrlgに速乾



せらttた州力aZ時 zOO‡王の試汲熊‡記に仏I)_T～LL-らll

ろやJ1年T=らザ して急逝f=ろ教蛇を表すに至った,

捷首相3Tr i?7L時IJ1-JJ 窪持諾故事月El

rr.TAG)tLorP COO妊 1930年 6月
何共訳は本格的にtt謹書れたモ初のものにして▲井

4)虫挙は

冊 と穎 dlを!容L-5立冷却R7El研 12平方米
分t等 粍喝 1珊内部に泣垂井板を熊放しil御

伽 t'才lL捜bi去さILた｡
証叢話 lXZ:寝言乃 ft布き 】S米 2益
同笈2Zは甘栗の抑 ヒエgB/_,改正し札主も廷迄'Lr地
にて庁ひ.そTJ扶【._安東の洗盃m Jこ茂り鞍機 J_,

行ふ如 くさilたものである.
11で

白耳点 クーJ～A.･)ンrシエ ZCOを 】Q31 年 lHl
先 達 タブ′-ゼ 7-ダー Z∝ト挺 zc32年 IFl

伊お粥 ラ ンス よ+ ス フ t,I/ビ SCO起 !%=羊5月
日 本 は5g工Jg TSC定 IC_7年 5J]

峯女御 ス'rt'ン〆ス ?77-y-

300粧 】632年 9月

61戎■と連蒜を見んとしっ あゝ7_時 】932年6月3 E]

短詞工甥l=払 ナる皆野に･lZ拭き里 In3年 】0月二.Fl

には確典 G)tlOrPの同災'和が煤顎を起し. :時に用

法に封する牝椎と711絶74TJ必歩が叫ばれるLニ至 り,そ

の讃宗を中桁せる彰となった,黙し乍ら杜のib資QT-倭

野原t司にilて詐由給付 ｢ろにFZ法の現薄に切 る 控ゝED
戦場r三河等比EuL伯 1こい.牢ろ荘額辻の准つ東泉¢蛎

秀桂は今捜大いに研究清Fllそらる可きてあることを荘

r:すら,

皿 もが融に投tIせ る宅Zの海事

L博 末技はiilの如し,

1.盟必 達28 1テ/レス羽帯等中に崇牡の缶を入
れろ

2.退肺 FZl詞化ーE]分J_'入れろっその他の叙締

付もF抜rrAR蟹))に1丘せ7.煙 毒E'青汁にド可逆帯

を以て迂黙 し作集中-fi,fhf力にEV.汚すろ=
3.放 水事署25
4 注進lH水石rZliuhfI岡持-定むIJ)に何持すると
英に7.･->Jlんナに放って自助的Lこ拾永そ しiJ

/J3

5 7/Jta十水節付 同 1

6,〆クモ9ンiJ退歩

7 タ■ytリノ貯TR 7･F且35taなるが古挺佐用AIC=

騒 テ近事iE∈ 岩 = 二

王

の部釧 ま的3ql,肱評に加熱 打前官蛇管をflL器li

管にはT ･̂カ式崩丸和 触 班をLJ'LFF出的lこ加旧せ
Lむろ0

8 I=l船 地 力UiI地相L1

9班l窒峯/i野川 補足約3ll:J5米作内はFJ飴初鮎衣
にLZtJ)iE接に水m拙 W 托に何つ｡

101Yノ1-∫- (水仇蛎力刑41)一旗鼓弓ノ)に1即ー7L

たち各iGl斯波はi3狽幣にtT亡L)それぞれの熊故に脚力.
ろ,その'llruJに十 ')71入 J'-p-をllIJけ,蘇
分拭払力野に上州 17-町側 力計に述括し沫耗野
IJ～の余地と搬 なす.ll.こより規記し,令 ′l,,-ゾ

に伎って維血を1･成定する｡

日 】2 分戟鮎力t苧及Errl幣IJ～峯棚 酔狂'm

】3･純化祖 VeA錦!Z.市政 】20立冷呼TRiai輸 85

TL方米,n空fIZf侮分 350臥 RLtl射面は 203平
方托.耳正棚刷Aと召払下証紙の此 1,㌧.,γ :ベ タ
ーのビ ナ 】90FL.t7ナJt lO3.y y t ワ/注
入器は撫枠用領1榊 の朋 と同じ(1ろ召;QTiDLf

mにはりFZq的rJJこBBmを11JJ21せらろ｡且つ退tl軸に
は Il)-"heelを附し一m動掛不時の終止技も-)ii時
riZ濫作を也抗 Tlろ⊃
I/･ 分取詐 前払は緒瑚汲 IRTJは Vt̂ 飼出.群舞i-_

部分確群迄(那-.rR非常排川虫)t'日 OiE,以下全
守り ,‡50 立.内部にほ多政の淡型,u -._,射す.軸

のiEL近時Wは約1時rZuJ20仇,

】5 玖托狂坊 印TLE)伯鞘内匹 1W 粍高さ 】7米,杓

部は多Flの和孔隔板yT,以てli･切る｡注加i(丘 zS0ct_

奄挽 通良汐抑 約 35分なLJQ

l61やrH扮1m 林地封古式内部は才f孔隔板を以て比
切らろ｡ぞt免約 ･iCOd.⊃

!7･7yモ-ヤ太蜘 和子虹甜gZ円仁27O托高さ

28米内部満広(1-】5に阿L:｡注加水丑毎秒 】50cc
遠近時糊は約 5分tLI).

la中間分はFT 水封連綿式的茄撫捻 畑 に同L:,分
*せる･TIJG はqT*瑞により洗… に遜るZ,

〉9 加水等 V=･4頼52中央部に分や替上J)の東成iE



サJt;iy▲ ≡ ? 'い ち七ylifJtrLkかこJrEて leS

ML穀J)51% =扶水rろB ろZJ一皿Ll:双を中止し新たlこ約3COiZのブp七pyの
feA鼓溌柿 木鵬 'jt頒 押搬aZセ件とi繊 塔 抽汝を行ひ一時糊の杜叫び付薬を阿放した.(Tp七y
It止枝の分t:(GのLgJ牧丘卯まき為に分4L:iGの

flLげを申すろJ8台書に使用ナ7.

I･非常用*相 和化似 剖■Zn J勺辞のFJz〇陣容
t且つ井布川, 7院隆とF特.ニq(解 隻栓と共に
iE壁を招き氾涜3}Lt経 書に讃7.,
二三 茨城 水枕やF8
ニー雌 中性け ib肝はそ7)ま 班ゝ 付 こう､に読下

するも扱 う:市外 こIW T乙に賀川三.之を抑 工
均に遠浅す7)聞方J12}上L)の止軟'_,化のFfJ=良
ろ,
;1 即

一 榊 巧 E7W-好打五内在lBD耗布きl.71:,
メ.分だ柑

-I m 木瓦恭恐JJE側 3丸万栄一

_ヨ iE太子LjE打.
ニq XIG i*翌匂

Ⅲ iZ樹

唱和丁年5月3IE]m力蒜特 iJ丘のXl/U･にてZLn
7'f註治した.〆†tヲ>泣入五 ㍍ 比.iW 3lZ冊′
19.7タイ.水凪庶帯下 が C,グーty/iA虻 ･iOo

L和して純化頴は 10リC より往入館也技 28-270C

にて作業頓城 1時WJこして中止した

印 とil妊 {̂斯 くの如き前週にて完屯せLSL'たる抜き

放火なろ'/q 足並汁に7JL,iB大外棚 に仏ろ冷却
に抜つて分片fL=1に岨 せLtzちと･E.ふこ とカ:,

汰l)巾Id氏のA‡5十であったかと今E=二枚ん't.tZZfQして

括る･X軒なる.)･,か き粗3:柁将に混血された Iu l.'t･g

氏始めBA搾'̂のかくは,比の抑帖且姥を51珊なものと

巧え.m2[和Afホyy七gン泣入免を何時6CO兜の銅
/O-に減じ,JLつブタイン水油唆L,RTに托め.紬J)その

托 T.を計った そのためならんか分伴謎の持aEBffの

如く牡か1珊化Jkとの杓卸tLはLI):迎LL肪であっ
タニ)･Xに托淋J.I)の NGIO乱7n=rll脂肪:あり,何暮
夜牧EPしても.又氾蛤和書をjih汲せしめても解約せず-

'如 ･らずmrlさせられたが.之もi榊 柿tL_I.榔 )位めろ

ことにIJeつて仰恥こ政令Zu東た情であった｡

耶-l()1の樹 枝蚊は St:ltmlLL代の荘計と逆の杉
ノ)fLEわ等して.dF)20,22.23,21,27,28tユ各 l

-15I紺 胞のfl丘を行ひ,吐のP;uh lp与湖8時m
<0分,YItyノ他ITl丘2,8乃EE"Tt'G 山東許5,520
ZE.而して 21日]の妨一回f博 に別紙さ行ひたろ布=

阿IIの作荒肝妙技Nlもなくは浸した｡
bn2tltlI')一旬の N/GをItZ曲十.,<く午後2時功
分院均した.然し肝放校 50分の坤ブタ七ワン他 二相
5CO竜のE(fIもりながら没汲世のBJ休にて抜Eu止りた

>の補始も勿脚 的にf=さる可さであったカ:,作粟
ポ折れのためと,少且も缶にほそのm t幕かbLた

めJ-B Z)bくしてLi:たE,)その間に脚 ヒ分の yG

Eitml脚 Z[とも生者訣滋塔へ蓮耕し.法衣ZGも春

作累を止り唯中田i〉飽き9)ふ牢l放き作東を島牧せし.LJ
ろたiI少叫の _TtG,._'環缶せしめた

約-3与伽の捷mぴ■ク七yyの注入をW始した,指

化汝iLBtは軒=軌蚊柱F8tl)aJJにて23SBCに達し

枯-守にもI).抗輸注 25分の棚 Ztより研一請託
等への隷下.il胤 き第二諸拝巧への捷下を毘近 した.
之は前FT押印化中止の特申分t灯に的中JLO.T;Gを

妹Ltざたるため恭一棚 減 ちl=市=巧への琵下

を必Fとし11,

斯ろ特輔化旦犀丑に持り始Jb.六で上鈍 れ分技.二
は 28oCにiBLたるJS五ちに′ytすyの注入を中止.

し,夫で乱世の供投を止b.暮勺4分に して内昏五度

】5:C に至りたる特17イン太を軸 旋梓をFFb た ,

之はl耶 止の特は輔化乱勺にZlろさGを丁全盲分書

せしめgJ券へP塊せLL･ろため.矧 こき波の空な.I
itは古銭の作乗t序であった]

然るl二枚の帆二分Fl器iEEE爺■に上井蹄化熊の虎妃
)._,抵t)たる軌 ミ2J-25oCを流しPJらかに蘇田の軌

那巨e)ら7Lた,偽って分h ･T･'Gを企油に稚胞…班 額

へ渉丁可く希⊃ タを声許した放し台石の :(Gを搾
伽 ‡襟坊へ8すには湛山に幻取もI)lR廿の時相を辞す

ろqlでもTJ.漸くする問に･iLJtは生 J々I.札 iSに35寸C
にてEHBむ全脚 (分■上E;妨ELIは)dIき作東aはた
過に2!をELIた.而して紫技の一工凸は来た腿in円にあ

るD槻絹 せるものにて.公党馳放n虫のれ珍技であっ
た㌔

作粟開始上t)坪田に三三ろ迄の相 と料地l二分縦笛のiE

1!e し 叫鴫JJf

i･'O.Lk
吋 ･.T

Gi 2

旺掛 とは耶kの迩E)である｡

穏'=aIま分廿迩上帯亦常用捜よI)安全水柵へ放下しっ

▲あった:ttG上l)致したものと想iilされた｡分貯蕃

退如 てい上い1上昇した晩 m化寺内にも轟喝の草生

- ~~~こ-



tSb エ ま 火 恭 構 官 話 gHOyd苅4r

TろをEEめられ iA資は 】与oC j:I)]80CIは迫に葬
ってD.tた.'rrd-して印化拍韻両に分tして居た /ゞG

3-5tEカ･鳩隷した事L2確注されたがb之はjt=す分骨等
か射 し持味Lたものと托められた｡Fe漣.二部I帯2

■PLq分■古的I=あった:(GFJl50丑も環煤 し た,汰

溢塔は=aEともI領 巾であったが嘩丑してT.･い事が掠

ILIられ た'分4益にもった X'Gは杓1cc丘と考えら

れ'-･)〟.非常7kFIに法下しつ､大苛か三遷担したもの

と考えLLLtろ 而して煤考した h-GヒjLは約250尼
と想定さjLl.:.

柵 とT一旬的 汲恵良史片Li持んt.全裸した,印化頴

の光托(*朽⊃ン7y-ト珪qZl栄甥E3O東)は取 と当
Jblの折で二つに折れ蛾茄に伏り托たれて居た,分葎
2m 'I3附 Al進の冊71にtEl缶するT1/モエア水FT･貯
水柵並に阿確 は完全に屯gほれたが,反射佃にあっ

たブタ七一ン野付bt等菜FTは位生を繋え1=のみであっ
た.抑 ヒ汝.-p-及び入ク.,ナの*イJL,q クス
等o)即i-がは色目7心とのJZ鎌にて和書在*に乗取した
ことは法主を3け ら｡頒別 +よ()分FFZS-下帯及硝化嶺
の非常JLI睦が明btの王 完ゝ全ILる択抜で盈且紬 たっ
地 は肋 l蛭 ･顎したが野付E･.井の盟であった,珪

滋二1二秒 のヽ放下65l二は兼11-x'Gが包t=てIH .ったo

Rl下は取払椎の中央に32けたJE妨 3yタト ト出立
(N2紫郎 25恥 蓬は大政Lたが田立より先は招

請足であった.唯田立のEaの逮ろ孔.iI)の岨 力硬滋

工切内にJ懲りた裁定の缶を泣竣した,社宅咋決ま工場
E～にLit'ト叫のX'Gがあったが月快ときった,柑 ヒ
=･.Bとzm 工切のj=垂の中央にあった農大汝泣所は牛

放したJ井の旭の助 は認印千石鼓yIの笥資であった｡

rI 地象原因の検討

巡弼工叫畑 のE!年場内 G)ttorpのRAE支雌空の

h'他 州 1北aJD" イン水削 Lに付せらJtた喝一部耳

rl某のWJこSch,nLl法の身甘式蒋並に崇会を抱く侯
もあらか必すLも有らない｡
荊2の挟し･は.書細 り 七リン汁D友黙薫㌶甘7日･
I,- y炊きより′す七gノ沌LllせL)との掛 あり,直
ちにit事Iを在ってil析した椿東.ま特に異状を望bられ
'T.J#il旺媒衣そろ試料は2ST.'の*を含んて哲 たっ

倍L:,▼′J-I-の捕まにttて考窮するに.

/ ズJL･の淀杜夫

O-d!:5 ,,両 上

O･･謙■
J･ 甘1勺臣

J 一･55m
(･･Ⅶ力の加連繋
l･･･故捉七五四k

ブタ七gン姐入廿の′ ズJL･FIZlをjEJk十,1旬唄は七

色蛙368托であつたから.上式上lJ旧態 仰.の相加土
四ちY/I-ターI=て 147托の租加を来し蔽Jtにて
2,'･'･fR血となl).又謙tにて2〆の相 は.地坪qfd:に
て J,'''の沈大に相rr7_I占休を知tI柑ろJ

而して奴科 T9tF一護に2ほ tlらく箱哩係JtQT,ti

化を触 二tlけほ (4-ETD恥t且.)t 指めて山 Sにし
て.又双樹 廿内の前件.飼えばJ-T-1雌 に於

･1ろ甘D開基帝には東灘 は正ちにFS下+I(,J-
p-LIJ技に於ける閉飛fA･らは柏 EFは正ちに上井｢
ち.而してデー-t=1γのJ8台軌こiLだBに低ろ指松
に扶り生すF･7さiiAの7(丑はjObc;辞退に放ては葡ん

と無iRL79ベくnF13I.土等の切合同JJlitk匹はBiめ
てtE男[_･ろことを投ulJろ｡

i

- .････.:".::

芸rl ＼
'EP'l 二二で三,一_
JJrこfJQlt P l■ JYJ}
暮t.と
Fl 3

然るにJ若し′ yセyyの地坪伺えtf合*分に滋34を.I

生じた如き断 には脚部4にて明らかなる如く井の輔
Btの盈AはいちL;ろしく.従ってJ･iubt_lとAと
の湘qL.三豊広見ILつたBJ拝に入り,牝の寸分の水払杖

の苛さの外拝を･･似て('-_艦 班女の棚 のEl'Rとは1..･L
手51=い

空舌lこその杜 I'oL火u日e℡托Ⅶ 失式

1,一票 LG と

レーノんズR Re-lpl!
■

上り事占蛭茨†ヒlこ伐る職n火と平織 逮とよl)Ayの打
をJEELlL,蛤兼はJI鞍 5-6h',7k鉄山こしてt')2OIと
の任下'Cあることを知りfuた｡(書河と併せ求めた｡)
以上蛙べたii5A)減る甜 rlE放ては



P71i シコミ･/I式yl)セリン,t粁筋化淡r=LEて L87

･ い ■.･ ∴ 二 ,

一 一 一●
臼 4

(1) 甫aSのi52少勿ちL欄 の誠少或は桁 様の抱少例

えは管の一緒的開基又は約匹策の戻J)噂に放ろ水虫

面の降下と,

(2) 耗迫粘圧波少に伴iユpの奴少と之に依る淡達

の･n加と上り_q=.ずる水鏡面降下と,泣百着は誰丘の波

少であl).後者は民fJに洗且の噂加の二つの静会が

起り得る｡

以上申するに斯る粒度の分解現敦は N/G包迅中性

･+有J)恥べき唖対のものでもJ),唯その際之を大林L二

重らしむるか否かほ,作梁nの臆tyよろしきを柑ろや

否やは勿論乍ら,丈に汲化の排出近切なるや否やに原

せらろ LゝSが多いb赴技法の性児ヒ附 ヒ散に日生した

分析も滋ちに分村掛こ移行することは悠rRであるD加

之Li&拙N/Gを此頓白脹 時rul肝iZtするのであるから窮
迫iLは その他の堺田にLJ(ろ恐々の分解も考Fぎされる｡

此のせ合何上I)も光丁段押,次で冷却が淀も荷敷なる
頒押流である抑まねを持たない｡然るにそのいT-れを

も用悪してなかつたとすうことはや大の失敗であった

とBう｡又目地'A-滝部征が軌 ･たにも拘らず rl'/G a

斑ttl抵らない内に爆昏したことは,そのEI他作軌畳床

35pCの芯過ぎたと兆lこ鰍 LLE7笹の攻少ということが

言われるれ 寧ろ速度計のutZZb不達滑であったこと

が指適される｡可ち召熱のやむ茄と考えられる厳との

象現面より志かに恥 L位位に一本あらのみにて.国氾

度計が :D-35⊃Cを示した時には分群中心矧 ミ怒らく

豊か二頂迫にもったのである｡而してeZに 70～eCつC
にあったとしてもそれが挺搾粕 にあったと1れは津

守までにほ相済の時rEL.1を出 し全苛完全に大冊に読下

し蔽 ったで2,ろ～｡又上市の分滋した.T<lGから王制山
せしめるとい iことは布迫にある分骨 _～'/Gに急鞍な

碑 を爽たる点央となt),之5'･腿丑を訪箸する-斑を

なしたと考えろことも出来る｡

Ⅴ 括 !葺

-VG 今後乃3;jZEがどれ程槍大するか開田でもろ

が,分力茸tfの較杓と云J.虫から見ても逆良法が遠か
[=il利であるヰ1王多晋を挙しないっ勿幹fl粟の安全雀
と云与面から見ても般7Lたる虎は多 を々えられるが,

ナサン式よL)も劣ると考えられる薮は且からな し｡但

しLWl_カ軌 に験ては帯紐封の畑 があると考えられ

る｡

(1) グリセ1)ン並に政庁主の託丘塊茎に放ては凡ゆる

troubler=揃えろ必野があること｡

(2) 分催箆fn並は)!に改首のhtがあること｡延開工

機態故の柄缶を州うるにしても,少くともiEは2日ま
Silも翻 し易い.TtiT/Gの上軌及び酸との旋邦画の二

ヶ所に設くる必滋がある｡

(3) TiJ判の蝕TLるに掛 ･浪混放県の同一ならざるは
ufLはあることである｡従って).之確は矢uL)開所
LtIiろ如ぐ｢るが班利である.
創始讃 A StJhmlLl畑土は 27故にして ST/G 逆

説胡法の研究を完成し敷ケOTrの工租畑設を指将し,

その後妖空挺の研究に従市中 1932年堕yt-を注げられ

た｡時に岩冠33歳であった山である⊃




